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学位論文内容の要旨

博士の専攻分野の名称：博士（教育学） 氏名：沼崎 麻子

学位論文題名

「大学博物館における 成人ASD （自閉スペクトラム症）当事者就労支援プログラムの開発と

評価J

本稿は、 成人ASD当事者および北海道大学総合博物館 「社会体験型科目」の
受講経験者へのアンケー ト調査の結果を土台とした、就労支援プログラムの開
発とその形成的評価を行い、プログラムと教材の改善および課題を明らかにし
たものである。

本稿で開発した就労支援プログラムでは、成人ASD当事者が職場や日常生活
で求められる対話・伝達コミュニケ ー ションの育成や、必要な支援を見極める
ことをめざす。さらに、 大学博物館における展示解説のシナリオづくり～コミ
ュニケ ー ション技術学習～展示解説実践までを当事者と非当事者学生がペア
で取り組むことにより、 非当事者学生のコミュニケ ー ションスキル学習や、 当
事者一非当事者の相互理解・相互支援につなげることも目標としている。

【第一章】従来のASD当事者に関わる支援研究の課題として、①ASD当事者一

非当事者たる支援者もしくは非当事者の不均衡な関係性が背景にあり、時にパ
タ ーナリスティックになりがちであること②当事者支援研究には ASD 当事者
の意見、 とりわけ否定的意見が反映されず、 当事者の求める支援との間にギャ
ップが生じている恐れがあることを示した。この課題の解決の指針として、 当
事者の困難を非当事者にも共通するものととらえ両者を共に支援する「包括的
支援」と、 支援者と当事者がより対等な立場で支援を構築すること、 当事者と
非当事者が互いに学び合える機会を設けることを示した。それらを踏まえ、 当
事者への調査に基づいた支援ニー ズのアセスメントおよび当事者・非当事者
両方によるプログラム開発段階からの形成的評価を実施し、先に述べた① ・②
の課題の解決につながるプログラム開発を行うこととした。また、 コミュニケ
ー ションスキル教育．ASD 当事者学生に対する支援の蓄積・社会との連携と
いう背景および 「社会体験型科目」の実践の積み上げという点を考慮し、 プロ
グラム実践の舞台を大学博物館とした。 同時に、 この実践がICOMの制定した
新しい博物館の定義に適うことも目的とした。

【第二章】ASD当事者の就労支援ニー ズや仕事観を、 当事者を対象としたアン
ケー ト調査によって明らかにした。その結果、 当事者のニー ズを活かせる支援
に必要な要素として、 「当事者に特化した支援と職場全体を包摂した就労支援
の併用」「支援者は一般的なASD の知識を把握した上で、 当事者個人の多様性
を踏まえつつ、 信頼関係の元で行う」 「一般的には当事者に向かないとされる
対人業務も、 希望があれば経験できる機会がある」があげられた。
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